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Ⅰ．環 境 経 営 方 針 
香椎建設株式会社は、建設業の活動を通じて、地球環境との調和・共生を目指し、環境へ

の取組を最重要課題として、全社一丸となって法令遵守のもと環境経営を継続的に改善して

いきます。 

 

１．事業活動に伴う環境への負荷を削減するために、以下の環境への取組を行う。 

（１） 事業活動に使用する、車両・建設機械等の燃費改善に努め、二酸化炭素排出量

を削減する。 

（２） 事業所・作業所の節電を心がけ、使用量を把握し、省エネルギーを推進して

二酸化炭素排出量を削減する。 

（３） 事業所・作業所の総排水量を把握し、節水をする。 

（４） 建設廃棄物の発生抑制・再利用を推進して、最終処分量を削減する。 

（５） 建設資材に可能な限り再生品を使用する。 

（６） 施工する建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善を図る。 

（７） 工事現場での塗料等の化学物質を適正に管理する。 

２．当社の事業活動において関連する環境関連法規等を遵守する。 

３．地域社会や建設現場における環境保全活動を積極的に実施して、地域の環境保全に貢

献する。 

４．環境経営レポートを作成して公表する等で、環境コミュニケーションを推進する。 

 ５．働き方改革への対応を通じて業務の効率化を推進する。 

 ６. 若年層の人材を確保、育成し、技術の継承、品質の維持に努める。 

 

企 業 理 念 

    テーマ 建築を通して価値、信頼、幸福を創造し地域社会に貢献する。 

 一、価値の創造 

     私たちは建築を通して、人生、建築物、環境の価値づくりをめざします。 

 一、信頼の創造 

      私たちは建築を通して、お客さま、社員、会社、社会の信頼づくりをめざします。 

 一、幸福の創造 

      私たちは建築を通して、お客さま、社員、会社、社会の幸せづくりをめざします。 

 

品 質 方 針 

受注目標の達成、原価管理の厳守、品質管理の向上により 

会社の成長を図り、顧客満足及び地域社会の繁栄に貢献する。 

 

〔制定〕平成 ２２年 １０月 １日     〔改定〕平成 ２７年 １０月 １日 
〔改定〕平成 ３０年 １０月 １日     〔改定〕令和  １年 １０月０１日 
〔改定〕令和 ０２年 １０月 １日     〔改定〕令和  ３年 １０月０１日 
〔改定〕令和  ４年 １０月 １日   
 
 

 

代表取締役  城戸 崇吉 
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Ⅱ．組織の概要 
１. 名称及び代表者名 

香椎建設株式会社  

代表取締役 城戸 崇吉 

 

２. 所在地 

福岡市東区千早二丁目３番３７号（本社） 

糟屋郡久山町大字久原字野添３７６６（無添加住宅営業所） 

 

３. 環境管理責任者及び担当者連絡先 

責任者 山口 健二 

担当者 稻田 亜矢子 

連絡先 

ＴＥＬ：０９２―６６１－５４６１ ＦＡＸ：０９２―６６１－５４８４ 

ＵＲＬ：http://www.kashii-kensetsu.co.jp 

 

４. 事業内容 

建築工事業、大工工事業、屋根工事業、タイル･レンガ･ブッロク工事業、 

鋼構造物工事業、内装仕上工事業、一級建築士事務所 

許可番号：福岡県知事許可( 特-2 )第 6848号 

 

５. 事業の規模 

 

 

４８期 

 

売上額 

（単位:百万円）  

従業員

数 

(人) 

本社事務所 

床面積(㎡) 

無添加住宅    

事務所・倉庫 

床面積(㎡) 

 

R4.10月～R5.9月 

 

1,765百万円 

 

26人 

 

608.48㎡ 

 

1005.13㎡ 

 

６. 事業年度 

事業年度は、１０月１日より翌年９月３０日まで。 

 

７. 対象範囲 

全社・全組織・全活動を対象とします。 

 

８. 認証登録対象活動 

建築工事業、大工工事業、屋根工事業、タイル･レンガ･ブッロク工事業、 

鋼構造物工事業、内装仕上工事業、一級建築士事務所 

 

http://www.kashii-kensetsu.co.jp/
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９. 認証登録組織 

本社、無添加住宅営業所 

 

 

 

 

実施体制図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

環境管理責任者 

 

ＥＡ２１事務局 

 

管理部門 工務部門 営業部門 

 

無添加住宅営業所 

 

各 建設現場 

ＥＡ２１委員会 
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Ⅲ．環境経営目標 
 

当社は、第４８期、第４９期、第５０期（令和４年１０月～令和５年９月）の環境経営目標を下記のよう

に   定めました。 

環境経営目標 

47期　99.5% 47期　99% 47期　98.5%

70,776 70,420 70,064

（第47期実績） ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

（第47期実績） ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

（第47期実績） ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

（第47期実績）

総排出量

605.31t

混合廃棄物

142.79t

%(削減率) ▲1% ▲3% ▲5%

47期　99.5% 47期　99% 47期　98.5%

（第47期実績）

（第47期実績）

（第47期実績）

41.6% 42.1% 42.6% 43.1%

（第47期実績） 0.5 1.0 1.5

47期　103% 47期　105% 47期　107%

624 636 649

再生アスファルト
199t

%(増加率） （第47期実績）

0

環境に配慮した工事の提供（施工）
低騒音・低振動機械を使用し工事する。
（該当別件数/大型機械使用物件数）

100% 維持 100% 維持 100% 維持

6

件数

件 新規

新規

5

施工する建築物等の
環境性能の向上及び

サービスの改善

顧客、近隣からのクレーム０ 0 0

12

1

地域貢献活動

事務所周辺清掃活動

回

  項目            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標 単　位 基準値 第48期 第49期 第50期

1

二酸化炭素排出量の削減
（活動の電力＋燃料）

本　　社
(第50期までに1.5%削減させる)

kg-CO₂
（削減率）

71,131.89

二酸化炭素排出量の削減
（活動の電力＋燃料）

無添加営業所
(第50期までに1.5%削減させる)

kg-CO₂
（削減率）

4,282.98 4,261 4,240 4,218

二酸化炭素排出量の削減
（活動の電力＋燃料）

現 　場
(第50期までに1.5%削減させる)

kg-CO₂
(削減率)

27,980.63 27,840 27,700 27,560

2

廃棄物排出量の削減（一般廃棄物）
㎏ 536.00

533 530 527

(第50期までに1.5%削減させる） %(削減率) ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

3
産業廃棄物、混合廃棄物
の排出量の削減を図る

599 587 575

141 138 135

4

排水量の削減（全活動の節水）
本   社

㎥
106.00

105.4 104.9

排水量の削減（全活動の節水）
無添加営業所

㎥
21.00

20.8

104.4

(第50期までに1.5%削減させる) %(削減率) ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

20.7 20.6

(第50期までに1.5%削減させる) %(削減率) ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

排水量の削減（現場活動の節水）
現   場 ㎥

406.00
403.9 401.9 399.9

(第50期までに1.5%削減させる) %(削減率) ▲ 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.5

1 1

グリーン購入の推進
円%

（購入率）

再生資材の使用の促進

t

再生ＣＲ40

　606.6t

204

1

t

208 212

※二酸化炭素排出量は、2021年度九州電力の排出係数0.382㎏-CO₂／kWhで計算している。

年間12 年間12 年間12

地域清掃活動参加
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Ⅳ．環境経営計画の内容 
 

環境経営目標を達成するために下記のような環境への取り組みを行いました。 

 

１. 二酸化炭素排出量の削減 

（１） 電気使用量の 0.5％削減 

【事務所】 

① 社内で節電シールを貼る。 

② エアコン設定温度を決め，実行する（冬 23度・夏 26度） 

③ エアコンフィルターの清掃 

④ 昼休みの消灯運動 

⑤ 退出時の OA機器の主電源 OFF 

⑥ 従業員はエレベーターの使用を控える。 

【現場】 

① エアコン設定温度を決め，実行する（冬 23度・夏 26度） 

② 昼休みの消灯運動 

③ 退出時の OA機器の主電源 OFF 

④ 工具利用作業の効率化による節電 

（２） ガソリン使用量の 0.5％削減 

① エコドライブの推進 

② 車両の整備指導 

③ 「エコドライブ１０のすすめ」の配布 

（３） 軽油使用量の 0.5％削減 

① トラックのエコドライブ推進 

② 重機運転における省エネ 

③ 「省燃費運転マニュアル」の配布 

 

２. 廃棄物排出量（一般廃棄物）の 0.5％削減 

（１） 可燃ごみ、紙の排出量の把握 

① 裏紙の利用 

② 両面コピー等の活用 

③ ペットボトルの回収、リサイクルボックスへの持込 

④ シュレッダーの利用を、重要書類のみにする。 

⑤ 可燃ごみ、紙の排出量の把握 
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３. 産業廃棄物の混合廃棄物の排出量（率）の削減を図る。 

 

混合廃棄物の排出量の割合を低減する。 

① 無添加住宅営業所からの排出量の削減。 

② 各現場の分別収集を徹底させる。 

 

４. 全活動の総排水量の 0.5％削減 

（１） 節水活動 

① 節水シールの貼り付け 

② 節水活動の推進 

 

５. 建築物等の環境性能の向上及びサービス改善 

５－１．グリーン購入の推進（目標購入率 42.1％） 

①  事務用品のグリーン購入率のＵＰを図る。 

②  グリーン購入手順書の作成 

５－２.再生資材の使用の促進（3.0％増加を図る） 

・再生ＣＲ４０使用の促進を行う。 

・再生アスファルト使用の促進を行う。 

①  資材発注において、再生材使用の可能性を検討し、可能な場合は確実に再生材を 

利用する。  

②   環境負荷の自己チェック表に掲げた資材の調達量を把握し、責任者へ報告する。 

５－３.地域貢献活動 

①  本社事 務所周辺の清掃活動を実行する。 

②  地域清掃活動に参加する。 

 

６. 施工する建築物等の環境性能の向上及びサービス改善 

➀ 顧客、近隣からのクレーム ０ 

‘② 環境に配慮した工事の提供(施工) 

低騒音・低振動機械を使用し工事する。(該当別件数/大型機械使用件数) 

 

 

７. 化学物質の適正な管理 

  ① 工事現場で塗装・溶剤・混和剤・接着剤のような化学物質の使用があるときは 

    それらの安全性データシートを現場事務所に備え置く。 
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Ⅴ．環境経営目標の実績 

 
 

第４８期に環境への取組を行った結果、次のような環境経営目標に対する実績が得られま

した。第 48期の二酸化炭素総排出量は 86,927.35 ㎏-CO2でした。                     

 

取組の実績（令和 4 年 10月～令和 5年 9月） 

 
目標 単位 目標値 

対象期間中

の実績 

達成率 

（％） 
評価 

1 
二酸化炭素排出量の削減 (第 47 期の実績を基準に 0.5%削減させる) 

二酸化炭素排出量 

(事務所) 

kg-CO2 

 

70,776 62,451 111.7％ ○ 

二酸化炭素排出量 

（無添加事務所） 
4,261 4,377 97.2％ ○ 

二酸化炭素排出量 

（現場） 
27,840 20,099 127.8％ ○ 

電気使用量の削減（全社） （第 47 期の実績を基準に 0.5%削減させる） 

電気使用量の削減 

（事務所） 

kWh 

 

49,618 45,025 109.2％ ○ 

電気使用量の削減 

（無添加事務所） 
11,155 10,997 101.4％ ○ 

電気使用量の削減 

（現場） 
53,341 37,412 129.8％ ○ 

ガソリン使用量の削減 L 22,336 19,194 114.0％ ○ 

軽油使用量の削減 L 2,580 1,393 146.0％ ○ 

灯油使用量の削減 L 323 648 -0.61％  × 

2 
廃棄物排出量の削減 

（可燃ごみ） 
㎏ 533 502 105.8％ ○ 



9 ページ 

 

目標 単位 目標値 
対象期間中

の実績 

達成率 

（%） 
評価 

3 
産業廃棄物、混合廃棄物の排出量の

削減を図る。 

 
t 

総排出量 

599ｔ 
202.51 166.2％ ○ 

混合廃棄物

141ｔ 
107.66 123.6％ ○ 

4 
水使用量の削減（全社） (第 47 期の実績を基準に 0.5%削減させる) 

水使用量の削減 

（事務所） 

 

㎥ 

 

105.4 101 104.1％ ○ 

水使用量の削減 

（無添加事務所） 
20.8 30 55.7％ × 

水使用量の削減 

（現場） 
403.9 1,277 -116.1％ × 

5 

 

 

 

 

 

 

建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善 

グリーン購入の推進 円％ 
(購入率） 

42.1％ 57.3 136.1％ ○ 

再生資材の使用の促進 

再生

CR40 

t 
624t 684.8 109.7％ ○ 

再生 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

t 
204t 73.6 36.0％ × 

地

域

貢

献

活

動 

事務所周辺清掃活動 
回 

12 20 166.6％ ○ 

地域清掃活動参加 

 
1 1 100％ ○ 

6 
施工する建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善 

顧客、近隣からのクレーム 0 件 0 0 100％ ○ 

環境に配慮した工事の提供（施工） 

低騒音・低振動機械を使用 

し工事する。                  

(該当別件数/大型機械使用物件数） 

件数 100％ 維持 13 100％ ○ 

達成状況の判定  ○：達成率≧100％  △：100＞達成率≧85    ×：達成率＜85 

＊削減目標の達成率は目標に対する削減率を示す。【達成率】（（目標値－実績値）/目標値+1）×100 

＊増加目標の達成率は目標に対する増加率を示す。【達成率】（（実績値－目標値）/目標値+1）×100 

電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の 2021 年度排出係数 0.382 ㎏-CO２/kwh を使用した。 
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Ⅵ. 環境経営計画の取組結果の評価と次年度の取組内容      

 

  

項 目 

 

取 組 内 容 

担当者 

実施体制 

 

写 真 

1 二酸化炭素排出量の削減 ・エアコン設定温度を決め、実行する   

（冬 23 度・夏 26 度） 

・従業員はエレベーターの使用を控える 

・エコドライブの推進 

山口 

   
 

        
コ メ ント 

第 48期は基準値より 0.5％の削減に取り組みました。電気量については、対前年 事務所 4,843kWh減少。無添加モデルハウスは、215kWhの減少。          

現場においては、16,198kWh減少する結果で、目標を達成した。ガソリンの使用量については、年間で 3,255ℓの減少。114.1％で目標達成。            

軽油は、1,200ℓ、灯油は、322ℓ増加した。48期燃費向上の取組については、全体で 47期は 1ℓ当 14.695kmに対し、48期は 14.949kmと若干であるが 

向上した。 
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2 廃棄物排出量の削減(一般廃棄

物） 

・裏紙の利用 

・ペットボトルの回収、リサイクルボックス

への持込 

稻田 

  

コ メ ント 

第 48期は、基準値より 0.5％の削減に取り組みました。47期より、対前年 年間で 17袋減少した。                          

目標を達成した。 

 

3 産業廃棄物の内、混合廃棄物

の排出量（率）の削減を図る 

・現場代理人は建設産業廃棄物管理票の管理

を確実に行い、責任者に報告する 

・各現場の分別収集を徹底させる 

緒方 

  
コ メ ン ト 

第 48 期は、混合廃棄物を基準値より 1％削減に取り組みました。総排出量 202ｔ対前年 448ｔの減少。混合廃棄物 107ｔ対前年 35ｔの減少。                      

ともに目標を達成できた。また、久山作業所からの排出量も、前年 12ｔに対し、今期は 8ｔと減少できた。 
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4 全活動の総排水量の削減 ・節水活動の推進、使用実績の周知 

・マイコップの使用推進 

山口 

 
コ メ ン ト 

第 48 期は基準値より 0.5％の削減に取り組みました。事務所対前年 5 ㎥減少。無添加事務所 9 ㎥増加。原因は、モデルハウスの外壁清掃での 8 ㎥の  

使用分である。現場使用分は、対前年 871㎥の増加。ＯＭ新築工事の使用量 735㎥が主な要因である。 

5-1 グリーン購入推進 ・事務用品エコマーク商品の購入率アップを

図る 

・グリーン購入 手順書の作成 

稻田  

コ メ ン ト 

目標購入率 42.1％に対し、57.3％。目標達成。                                                                                                  

総購入額累計は、前年 562,247円に対し、今期は、637,039円の結果であった。  

5-2 再生資材の使用の促進 ・資材発注において、再生資材の可能性を検

討し、可能な場合は確実に再生資材を利用

する。 

緒方  

コ メ ン ト 

第 48期は、基準値より使用率 3％増加を目標とした。 

再生ＣＲ40    今期 684.86ｔ 前期 606.6ｔ → 目標達成  

再生アスファルト 今期  73.63ｔ 前期 199.0ｔ → 未達成 
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5-3 地域貢献活動 ・本社事務所周辺の清掃活動を実行する 

・地域清掃活動に参加する。  

山口 

   
コ メ ン ト 

・事務所周辺清掃活動 ・・・ 年間 20 回実施。目標達成。 

・地域清掃活動参加  ・・・ Ｒ4 年 11 月 5 日 東区内清掃活動に 2 名参加。 

6 施工する建築物等の環境性能

の向上及びサービス改善 

・顧客、近隣からのクレーム 0 

・環境に配慮した行為の提供(施工)  

 低騒音・低振動機械を使用し工事する。 

 （該当別件数/大型機械使用物件数） 

緒方    

コ メ ン ト 

・顧客、近隣からのクレーム 0 

・低騒音・低振動機械を累計 6 現場／13 回使用 目標達成。 
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次年度の取組内容 

 

49期に向けては、 

・ガソリンの使用量を前年より削減させる。また燃費向上に努める。 

・節電、節水を行う。 

・49期より新たに施工する建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善の項目を年 2回開催の全体会議で周知徹底をする。 
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の確認、及び 
評価の結果並びに違反・訴訟等の有無 
   
 

当社に係わる環境関連法規の遵守状況については、チェックした結果、法令違反はあ

りませんでした。また、関係機関からの指摘や利害関係者からの訴訟などもありませ

んでした。 

環境関連法規 要求事項 遵守状況 

廃棄物処理法 委託基準の遵守 適 

保管基準の遵守 適 

多量排出業者の義務 該当なし 

産業廃棄物管理票の交付 適 

建築基準法 建築材料の品質 適 

内装仕上げ・換気設備及び天井裏等の工事 適 

学校環境衛生の基準 学校の新築・改修工事 該当なし 

建築リサイクル法 

 

分別解体等実施義務 適 

対象建設工事の届出等 適 

対象建設工事の届出に係る事項の説明等 適 

対象建設工事の請負契約に係る書面の記載事項 適 

再資源化等実施義務 適 

発注者への報告等 適 

解体工事の施工技術の確保 該当なし 

技術管理者の設置 該当なし 

下請負人に対する元請業者の指導 適 

騒音規制法 特定建設作業の事前届出 該当なし 

規制基準の遵守 該当なし 

振動規制法 

 

特定建設作業の事前届出 適 

規制基準の遵守 適 

オフロード法 

 

排ガス規制適合、騒音規制適合、特定特殊自動車

の使用 

適 

都市緑地法 対象区域・届出の確認 適 

自然環境保全法 対象区域・届出の確認 該当なし 

フロン排出抑制法 エアコンの簡易点検・定期点検 適 

エアコン廃棄の際の引渡 適 

労働安全衛生法 健康診断 適 

石綿障害防止法 事前調査、作業計画、立入規制、安全確保、表示 該当なし 

大気汚染防止法 特定粉じん排出等作業の実施届出 適 

作業基準の遵守 適 

建築物のエネルギー消費性能

の向上に関する法律 

建築物エネルギー消費性能基準の遵守 適 
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Ⅷ．代表者による評価と見直しの結果 

  《※47 期分》 
令和 5年 11月 20日に見直しを行いました。 

電気量については、事務所は対前年 9％の減少。無添加事務所は 2％の減少。現場におい

ては、対前年 30％の減少となった。ガソリンの使用量については、対前年 3,255ℓ削減す

ることができた。燃費についても、47 期 全社員平均燃費 1ℓ当 14.695km に対し、48 期は、

14.949kmとのばすことができた。 

可燃ごみは、対前年 17袋減少。目標達成。 

産業廃棄物においては、総排出量、混合廃棄物ともに前年より減少。目標を達成した。   

水の使用量については、事務所では若干減少できたものの現場使用分においては、ＯＭ新

築工事の使用量分が増加。対前年 871㎥の増加となった。 

グリーン購入率については、目標購入率 42％に対し、57％で目標達成。 

再生ＣＲ40は、目標を達成。再生アスファルトは、目標を達成できなかった。                          

地域貢献活動については、事務所周辺清掃は年間 20 回実施。目標達成。地域清掃活動は、 

東区内清掃活動が復活、2名参加した。 

49期に向けては、ガソリンの使用量を前年より削減させる。また燃費向上に努める。 

節電、節水を行う。49期より新たに施工する建築物等の環境性能の向上及びサービスの改

善の項目を年 2回開催の全体会議で周知徹底を図る。 
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